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T08a XRISM衛星による静穏な銀河団Abell2029の速度観測
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銀河団は宇宙年齢にわたり進化してきた宇宙最大の自己重力天体であり、その形成・進化は宇宙全体の構造形
成と密接に関係する。現在、銀河団質量の推定には静水圧平衡の仮定が広く使われているが、実際には数十％程
度の非熱的圧力が存在し質量の過小評価が懸念される。A2029（z = 0.077）は近傍宇宙で最も緩和が進んだ銀河
団の一つであり、Chandra 衛星の X線画像では中心から約 400 kpcにわたるスロッシング構造が確認されてい
る。スロッシングは代表的な非熱的運動であり、XRISM/Resolveの初期観測ではA2029中心において乱流速度
169 ± 10 km/s、非熱的圧力の寄与 2.6 ± 0.3 % が報告されている。(XRISM Collaboration 2025)
本研究ではスロッシングにより領域ごとに異なる速度構造が生じると考え、ResolveによるA2029中心領域の

観測データを中心 4ピクセルとその周囲（NE, NW, SE, SW）の計 5領域に分割して解析した。その結果、ガス
が中心銀河に対して北側は青方偏移し南側は赤方偏移する立体的な速度構造と、中心～北側で非熱的圧力の寄与
が大きい分布が示された。本講演では、A2029中心領域を 5分割して得られた速度および非熱的圧力の空間分布
の解析結果を報告し、スロッシングに起因するガス運動について議論する。


